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178 国際 地域 学研 究 第5 号2002 年3 月
など、周辺諸国のクレジット融資事業に倣いつつイネーブリング・エンパワーメント施策が1992年、
第7 次全国総合開発計画のもとに打ち出される。政府からの当初資金12.5億パーツ（約60億円）に










1.CODI の 活 動 と ネ ッ ト ワ ー ク 化 の 展 開1
－1.UCDO からCODI へCODI
の関係する貯蓄グループのカバーする範囲は51県で、全国 の都市貧困コミュニティの約半





ける独立性 の確保がある。CODI に改組した後でも組織の役員構成 は、議長1 名、政府機関代表4 名、































金利（％） 1996年まで 1998年まで 2000 まで
土 地 ・ 住 宅 開 発 3and8 343.33 424.01 470.32
住 宅 改 善 8 44.84 102.99 110.93
事 業 ・ 所 得 創 出 8 109.32 163.25 200.86
回 転 資 金 10 45.59 73.80 79.95
ネットワーク回転資金 4 5.39
コミュニティ起業資金 4 18.22
銀 行 担 保 資 金 変動 0.50
回 復 資 金 1 3.41




いる。強制撤去対策の土地・住宅開発ローンは、融資額が6 千米ドル以下は3 ％、それ以上は8 ％で
ある。

































































サ イ ト ＆ サ ー ビ ス
ペ
ー
住 区 建 設
図一1 開発に伴うコミュニティの居住地選択




























Na 土地の利用形態 土地所有者 戸 数 家族数 人 口 登 録 リロケーションの理由
1 開拓地 国 6 10
2 借地 寺 20 50
3 借地十開拓地 国十寺 20 30 洪水対策
4 借地 寺 70 140
5 借地十私有地 寺 31 45
6 借地 国 48 70
7 借地 国 26 26
8 借地十開拓地 国十寺 十私有地 10 15 史蹟保存地区
9 賃借料で問題 寺 20 40 150 寺院整備
10 借地 国 23 34 史蹟保存地区
川 借地 十借家 国 18 36
12 開拓地 国 15 22 史蹟保存地区
13 借地 国 22 49 洪水対策
14 借地 国 28 28 史蹟保存地区
15 元賃貸払う、現未払い 国 18 33 115 道路用地
16 借地 国 20 30
17 元賃貸払う、現未払 国 40 60 史蹟保存地区
18 賃貸未払、居住許可 国 70 120
19 元賃貸払う、現未払 国 20 30 洪水対策
20 借地 国十寺 40 50
21 借地 寺 29 45 200 寺院整備
22 借地 国 20 30
23 借地 国 46 30 史蹟保存地区
24 開拓地 国 25 50
25 借地 国十寺 45 70 史蹟保存地区
26 借地 国 13 13
27 借地 国 150 225
28 借地 寺 40 60
29 私有地十借家 私有 180 220 1,495 登 録
30 借地十私有地十借家 国 十寺 十私有地 266 268 1,300 登 録 史蹟保存地区
31 借地 国 327 491 544 登 録
32 - 国 137 205 520 登 録
33 借地十私有地 私有地十寺 150 180 530 登 録
34 借地十私有地 寺 十モスク 350 380 766 登 録 都市計画
35 借地十借家 国 204 254 971 登 録
36 借地十借家 国 120 125 445 登 録
37 私有地 私有 76 130 385 登 録
38 借地十私有地 私有地十寺 100 112 550 登 録 都市計画
39 芸能局地の借地 国 300 300 1,041 登 録
40 開拓地 国 200 200 748 登 録
41 借地 寺 十モスク 80 120 504 登 録
42 借地 寺 十モスク 41 62 184 登 録
43 開拓地 国 80 120 289 登 録 史蹟保存地区
44 開拓地 国 150 200 781 登 録
45 借地十私有地 国十寺 190 285 927 登 録
46 開拓地 国 67 66 265 登 録
47 借地十借家 国 ISO 250 475 登 録 史蹟保存地区
48 私有地 私有 61 92 250 登 録
49 借地 寺十モスク 70 105 470 登 録
50 借地 国 70 70 475 登 録
51 借地十私有地 国十寺十私有 477 650 2,759 登 録 寺院整備
52 借地 寺十モスク 120 180 500 登 録
53 借地十私有地 国十私有 60 70 297 登 録
資料：アユタヤ市





3 。 コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 住 宅 ・ 住 環 境 改 善 の 事 例3
－1 ． アユ タ ヤの コミ ュニ テ ィネ ッ トワ ーク
現在 、CODI の支援 す る アユ タ ヤの ネッ ト ワー クに現 在加 入 し てい る コミ ュニ テ ィは、表－2 の 番
号 で示 す と、次 の14 であ る、9,15,21,30,33,34,35,36,37,38,43,44,45,46 ．こ の中 に は非 登
録 の コ ミュニ テ ィ も含 まれて い る。 ネ ット ワー クの メ ンバ ーシ ップ（登 録会 員資 格 ）は コ ミュニ テ ィ
の リーダ ー と貯蓄 グ ループ の 集 金担 当 者 に与 えられ てい る。
毎 月 一 回の 会合 、 コ ミュニ テ ィ間 の交 流 な どを通し て、 次 の よう な活 動を 行っ てい る。
① セ イビ ング グル ープ の組 織 化 と融 資活 動
②NHA の支援 よ る住 環境整 備 の調査 提案 や、 住宅 再 開発 計画 の立案
③ パ イロ ットプ ロ ジェ クト の 実施 支援
④ 史 跡保 存地 区にお け る コ ミュニ テ ィ のリロ ケー ショ ン と移 住先 にお け る新規 宅地 の確 保
⑤ 宮 沢 フ ァンド、UCEA 基 金 、SIF 基金 など の補助 事 業 の導 入
こ のネ ッ ト ワー クで は、 主に 出資 者 相互 の互 助 （融資 ） 活動 が 目的 とな っ てお り、 生計 に まわ す
回転 資 や 、起業 資 金 、教育 費 へ の融 資 が中 心 であり 、住宅 ・住 環境 改善 を 目的 とし て グ ルー プ貯 蓄
を行 っ てい るの は現在 の ところ ア ーカ ン ソン クロ ッ（AKANSONGKRO （46 ））、トロ ッ カ ノム ト ウ ワ
イ （TRONKANOMTUAI （15 ））、 ワ ット ピ チャイ （WATPICHAI （21 ））に限 ら れて い る。CODI
は ネ ット ワ ーク に対 し て、 ス タッフ を 派遣 し、 グル ープ 貯蓄 の組 織 化 や、 融資 事業 等 の情 報 を 提供
し、 住 環境 の計 画・提案 に際 し て は建築 家 を 派遣し て、 その 作成 を支 援 し てい る。 そ の中 で 、CODI
か らハ ウ ジ ングプ ロ ジェ クト の融 資 を受 け、 住宅 建設 を 開始 し てい るの はア ーカ ンソ ン クロ ッ であ
るが 、 他 に もサ ラプ ーン（33 ）ではUCEA 事 業 に より コ ミュニ テ ィ内 のコ ン クリー ト通 路 を建 設 し
てい る。
ネ ット ワー ク の リーダ ーが 現在 の活動 にお ける課題 とし てあ げた の は次 の3 点 で あっ た。
第 一 に、 ア ユ タヤ では史 跡地 区 で あ るが ゆえに移住 を せ まら れ る とい う地 域固 有 の状 況 があ る こ
と。
第 二 に、 マ イ クロ クレ ジ ット への 理 解不足 に より、 少量 の貯蓄 に よ り大量 の借 金 が可 能 にな る と
いっ た 考 え方 が一 般的 で、 こ のた め返 済が常 に後追 い に なる状 況 に あ るこ と。
第三 に 、参 加 の問題 で、 特 に こ うし た活動 が対 象 とす べ き最貧 困 層 （千パ ー ツ・ 月） に情 報 が 届

























































出しは2 通りあり、通常は5 千パーツ以内、期間は2 年以内、月2 ％の金利であり、緊急の場合は1,500
パーツ、5ヶ月以内、月2.5％の金利である。
借りる側の目的は、借金の肩代わり、revolvingが大半である。


































































































































































）住環境事業 の 展開：オ ンサイト のプ ロジェクト
で、2001 年5 月に移転事業、そして8 月から建設が
始 まった。住民は市 により整備された3 ヶ所の仮設
























図 一3 ア ー カ ン ソ ン ク ロ ツの 配 置 図(
中心部に住宅が建設され過密化が進行)
写 真 －2 ア ー カ ン ソ ン クロ ツの 計 画 案(
全体 の基本的な構成 は変えず、中心部 に広場を設置)


















































































































































































































































































なってきている(10)。CODI の事務局長 は、 こうした思潮 に沿うように、ネットワーク活動について
次のように説明している。「CODI は総合的 なコミュニティ開発を目的 としており、住民の活動 を支
援促進させる機関である。その基本的な戦略は、信用貯蓄 活動を端緒 としてコミュニティの組織力
と自主的な運営能力 を高めることにあり、融資 は媒介（intermediary）に過ぎない。 このためコミュ
ニティ相互の連携を図 るネットワーク化 に近年重点 を置いている。CODI は政府により設立された
組織ではあるが、こうして ネットワークの活動支援に回ることで、貧困層のコミュニティをベ ース
にした自立や、 フォーマルセクターとの連携 を促進させようとしてい る。 すなわちフォーマルセク
ターとインフォーマルセクターとの間に浮いている状態が現在のCODI である。」（1999 年9 月3,）
ネットワークによるエンパワーメントは経済的活動や開発過程 において も、都市貧困層とフォーマ
ルセクターとの間をつなぎ、政治的にも関係団体 と均衡ある関係を構築することにつながる。COD 】




第二に、グループ、 コミュニティが相互 に連携することで、 よりパワーアップが可能になり、対
外的な要求が実現しやすくなること。

































（1 ）穂坂光彦 「オルタナティブな計画プロセスの展望」日本福祉大学経済論集 第13号1996
に ）coDi; 農村と都市コミュニティの連携を図っていく目的で、新たな法案のもとで組織化された。組織の役


































（7 ）科研（基盤研究 平成H ～13年度 代表内田雄造）、日本都市計画学会研究分科会等の補助により、CODI
のサポートを受けつつ、インフォーマルコミュニティ、ネットワーク組織の参与観察調査を行っている。
（8 ）TatsuyaHataetal[GroupStudyonPeople'sParticipationandPreferenceforNewLocationinSlumRelocationProjectJAIT2000











に共通する点がみられる。「LEADER アプローチの付加価値の評価JLEADER 欧州事務局1996 年
（10）チX ン゙マイの旧Santitham フミュニティ（1999年9 月調査）は、強制撤去を受けた住民が。経済的条件等
により二つの新たな地区に分れて再定住している。一つは、NHA による事業で、敷地がリースホールドの












事業 により、約1 キロ離れたBarnMaiRamYan 地区へ移住することになった。
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Studyontheformationofcommunitynetworks
inlow-incomesettlementsinAyuthaya
ToshinobuFUJII,AnSANGKYUNG,
KazuoTAKAHASHI,BoonyongCHUNSUVIMOL
InThailand,UCDO(currentlyCODI,CommunityOrganizationDevelopment
Institute)wasestablishedin1992toimprovelivingconditionsandstrengthenthe
organizationalcapacityofurbancommunitiesthroughthepromotionofcommunity
savingsandcredits.Thispaperistoevaluatehousingandenvironmentalimprove-
meritprojectsthroughcommunitynetworksthatareCODI'sprimarydevelopment
strategy.Firstly,thepaperreviewsthewayinwhichCODIencourageandsupports
foreachsavinggroupandcommunitynetworks.Second,savingcommunity
networkinAyuthayacommunityimprovementisanalyzed.Thirdly,3housing
improvementprojectscarriedoutbythecommunitynetworksinAyuthayaCityare
evaluatedandcomparedwiththoseofNakornSawanCityasacasestudy.
Finally,basedontheanalysis,developmentmethodandprocessbycommunity
networksandtheirproblemsarediscussed.
Keywords:CODI,SlumandSquatters,CommunityNetworks,Savings
andCredits,PlanningProcess
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